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数 学 

１ 研究のテーマ 

(1) 研究テーマ

学習評価と数学的活動の充実

～主体的に学習に取り組む態度の評価について～

(2) 研究のねらい

学習評価、とりわけ「主体的に学習に取り組む態度」の観点別学習状況の評価の実施に対して課

題を持つ教師が多いことから、さまざま学校で、すぐに使える振り返りシートの提案を行う。あわ

せて、具体的な生徒の記述の検討を通し、振り返りシートの課題を明らかにしていく。

２ 実践事例 

(1) 単元指導計画

ア 科目名：「数学Ⅰ」

イ 単元名：二次関数 二次方程式

ウ 単元の目標：二次方程式の解と二次関数のグラフとの関係について理解するとともに、二次関数を

用いて事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技

能を身に付ける。 

エ 単元の評価規準

オ 単元の指導と評価の計画 ○「記録に残す評価」 ●「指導に生かす評価」

次 時 学習活動 知 思 態 
評価のポイント・指導上のポイ

ント

単 

元 

の 

導 

入 

１ 

時 

間 

扱 

・単元の見通しを持つ。

・「目標の問い」に取り組む。

・関数の定義について確認する。

・関数の定義、一次関数、𝑥𝑥2に比

例する関数の復習を行う。

 

● 

 

【評価のポイント】 

(態)単元の目標を理解し、学習

の見通しを持とうとしているか

どうかを評価する。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①二次関数の値の変化やグラ

フの特徴について理解して

いる。

②二次関数の最大値や最小値

を求めることができる。

③二次方程式の解と二次関数

のグラフとの関係について

理解している。

④二次不等式の解と二次関数

のグラフとの関係について

理解し、二次関数のグラフ

を用いて二次不等式の解を

求めることができる。

①二次関数の式とグラフとの関係に

ついて、コンピュータなどの情報

機器を用いてグラフをかくなどし

て多面的に考察することができ

る。

②二つの数量の関係に着目し、日常

の事象や社会の事象などを数学的

に捉え、問題を解決したり、解決

の過程を振り返って事象の数学的

な特徴や他の事象との関係を考察

したりすることができる。

①事象に対し、二次関数の考え

を用いて考察し、問題解決に

それらを活用しようとした

り、粘り強く考え数学的論拠

に基づき判断しようとしたり

している。

②問題解決の過程を振り返って

考察を深めたり、評価・改善

したりしようとしている。

目標の問い 家には雨水の通り道である「雨どい」がついており，金属を折り曲げて作ら

れているものもある。幅30cmの金属板を両端から折り曲げて雨どいを作るとき，最も多く

水を流すことができる雨どいを作るためには端から何cmのところで折り曲げたらよいか。 
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第 

一 

次 

８ 

時 

間 

扱 

・二次関数のグラフの形を表や、

グラフ作成ソフトを使いながら

y = 𝑎𝑎𝑎𝑎2 + 𝑏𝑏𝑏𝑏 + 𝑐𝑐 のグラフの形

状について調べる。 

・二次関数の平行移動や対称移動

について調べる。 

・二次関数の最大値と最小値を調

べる。 

 

・二次関数が一通りに定まる条件

について調べる。 

・単元の見通しで提示した「目標

の問い」に改めて取り組む。 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

【指導上のポイント】  

式とグラフなど、座標平面上の

図を絵として捉えられるように

し、関数との違いを強調した

い。また、中学までの関数の学

習と関連付けながら指導を行

う。 

【評価のポイント】 

(知)二次関数の最大値や最小値

をグラフと関連付けながら求め

ることができたかどうかを評価

する。 

【評価のポイント】 

(思)社会の事象を数学的に捉えら

れたかどうか、テスト形式のレポ

ートで評価する。 

第 

二 

次 

４ 

時 

間 

扱 

・二次関数と𝑥𝑥軸との交点の求め方

について調べる。 

・二次不等式の解について、一次

不等式の解や二次関数と関連付

けながら調べる。 

・二次方程式の解の条件を調べ

る。 

● 

 

● 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【指導上のポイント】  

方程式の解を式とグラフの両面

の視点から捉えられるよう、解

に対する異なる見方を取り上げ

ながら扱っていく。 

【評価のポイント】 

(知)二次不等式を二次関数と関 

連付けて、解を求めることがで 

きたかどうかを評価する。 

第 

三 

次 

１ 

時 

間 

扱 

・単元の中で学んだ具体的な問題

の中で、特に興味深かった問題

についてまとめる。 

・単元の最後に感じた自分の成長

や成果についてまとめる。 

・単元末テストを行う。 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

【評価のポイント】 

(態)単元を通して、自分の気付 

きや成長を説明できたかどうか 

を振り返りを通して評価する。 
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カ 授業実践例 (11 時間目／14時間) 

                               

時間 

65分 

学習活動 Ｓ:予想される生徒の反応 指導上の留意点 Ｔ:教師の手立て  

５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・二次方程式の判別式の復習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・個人で検討(５分) 

・グループ検討(１０分) 

＜検討＞ 

S1：(図形の視点)  

二次方程式を二次関数とみなして考える。 

  𝑓𝑓(𝑥𝑥) = 𝑎𝑎𝑥𝑥2 + 𝑏𝑏𝑏𝑏 + 𝑐𝑐 と y 軸の交点が負であれ

ばよいことを利用する。つまり、 𝑓𝑓(0) < 0 の
とき 

S2：(方程式の視点) 

小さい方の解 
−𝑏𝑏−�𝑏𝑏2−4𝑎𝑎𝑎𝑎

2𝑎𝑎
 が0より小さく、 

大きい方の解 
−𝑏𝑏+�𝑏𝑏2−4𝑎𝑎𝑎𝑎

2𝑎𝑎
 が0より大きくなる

場合を不等式で表す。 

S3：分からない。 

 

＜想定される結論＞ 

・二次方程式𝑎𝑎𝑥𝑥2 + 𝑏𝑏𝑏𝑏 + 𝑐𝑐 = 0 において、 

二次関数 𝑓𝑓(𝑥𝑥) = 𝑎𝑎𝑥𝑥2 + 𝑏𝑏𝑏𝑏 + 𝑐𝑐 (a > 0 のとき)と

すると、 𝑓𝑓(0) < 0 になるとき。  

・二次方程式𝑎𝑎𝑥𝑥2 + 𝑏𝑏𝑏𝑏 + 𝑐𝑐 = 0 (a > 0 のとき) 

 √𝑏𝑏2 − 4𝑎𝑎𝑎𝑎 > |𝑏𝑏| ⇔  c < 0 
 

 

 

 

 

 

・グループ検討(10分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生徒の状況に応じて、グラフ作成ソフト

(Desmos)を利用することも考えられる。 

 

 

(S1、S2に対して)T1：どんな二次方程式を

提示されても判断できそうでしょうか。グ

ループで具体的な式を出し合ってみてくだ

さい。 

 

(S3に対して)T2：実験的にいろいろな二次

方程式の解を求めてみよう。何か規則は見

出せないでしょうか。二次方程式の解を視

覚化できないでしょうか。 

 

 

 

 

・D > 0 の条件は必要か、𝑎𝑎 の正負による

場合分けは必要か等、全体で条件を丁寧

に見ていく必要がある。 

・「放物線と軸の交点」、「解の公式の正

負」と２つの視点で考えることが想定さ

れるため、両面からアプローチできるよ

うな流れを作りたい。 

 

 

 

 

・生徒が図形の視点、方程式の視点、両面

から考察できるよう、生徒の言葉を黒板

に残しながら整理する。 

 

 

 

発展的な問い 
同様に，二次方程式の２つの解が，２つとも正の解や２つとも負の解になる場合を見極める方法はあ

るか。 

数学の事象(問いを考える動機) 

二次方程式の解が，正の解と負の解に分かれることがありました。日常で出合う問題の中に

は，負の解を答えから省き，正の解のみ採用する経験があったと思います。判別式の場合と同

様に，二次方程式を解く前に，正の解と負の解が一つずつ出ることを見極めることはできない

でしょうか。 

最初の問い 

二次方程式の二つの解のうち，一つが正の解，一つが負の解となることを見極めたい。これ

から色々な二次方程式を提示しますので，その二次方程式の一つが正の解，一つが負の解にな

るかどうかできるだけ簡単に判断できるように準備をしてください。 
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10分 

 

＜想定される結論＞ 

(図形の視点) 

・二次方程式𝑎𝑎𝑥𝑥2 + 𝑏𝑏𝑏𝑏 + 𝑐𝑐 = 0 において、 

二次関数 𝑓𝑓(𝑥𝑥) = 𝑎𝑎𝑥𝑥2 + 𝑏𝑏𝑏𝑏 + 𝑐𝑐 (a > 0 のとき)と

みなすと、 

⎩
⎨

⎧ 𝐷𝐷 > 0  ・・・ 𝑥𝑥軸との交点が２点ある

− 𝑏𝑏
2𝑎𝑎

> 0  ・・・ 軸が𝑥𝑥 > 0の部分にある

 𝑓𝑓(0) > 0  ・・・ 𝑥𝑥 = 0における𝑦𝑦座標が正

  

をすべて満たす場合に二つの解が正 

(方程式の視点) 

・二次方程式𝑎𝑎𝑥𝑥2 + 𝑏𝑏𝑏𝑏 + 𝑐𝑐 = 0 (a > 0 のとき) 

 の小さい方の解が0り大きければよいので、 

 
−𝑏𝑏−�𝑏𝑏2−4𝑎𝑎𝑎𝑎

2𝑎𝑎
> 0 を満たす場合に二つの解が正 

 

 

 

・個人で二次方程式の解の正負判別式をまとめ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・授業を通して、二次方程式を二次関数の

グラフの 𝑥𝑥 軸の交点と関連付けたり、二次

関数のグラフと 𝑥𝑥 軸との交点と二次方程式

を関連付けたりできたかどうか評価する。 

 

 

 

 

 

・二次方程式の解に対する理解の深まり

や、式をグラフで表すことによる考え方の

深まりについて理解できるようにする。 

研究実施校：神奈川県立光陵高等学校(全日制) 

実 施 日：令和６年９月21日(木) 

授業担当者：高木 紀 教諭 

 

３ 「指導と評価の一体化」の視点を踏まえた主体的・対話的で

深い学びの実現に向けた指導と評価のポイント 

(1) 本時の授業について  

 本時の目標は、「二次方程式の解と二次関数のグラフとの関係

について理解すること」である。そのために、本時の最初に「二

次方程式の一つの解が正、二次方程式の一つの解が負となるか、

できるだけ簡単な方法で判断できるよう準備してください。」と

いう問いを扱った。これは、二次方程式の解を求める際、代数で

処理することの限界に気付かせ、二次方程式の解を視覚化して考

えることのよさを実感させることをねらいとしている。本研究は

「具体的な生徒の記述の検討を通し、振り返りシートの課題を明

らかにしていく。」ことがねらいであることから、授業と二次方

程式の解を二次関数で捉えることのよさに触れた生徒の振り返り

を中心に整理していく。 

授業は生徒が主体性を発揮しやすいように、生徒の素朴な考えや

既習事項を基にして目標を実現できるよう構想した。まず、問いに

対して、二次方程式の解の公式の形から考察に入るグループと二次

関数のグラフから考察するグループに分かれた。直近で二次方程式

の解の公式を学習していたため、多くのグループは二次方程式の解

の公式の根号(√𝑏𝑏2 − 4𝑎𝑎𝑎𝑎)や𝑎𝑎の符号に着目して考えていた(図１)。

解の公式の根号の中に着目した班に説明してもらったところ、

「−4𝑎𝑎𝑎𝑎がプラスであれば、ルートの中は𝑏𝑏より大きくなるから、解

は異なる符号となる。」と答えてくれた。このアイデアについて

は、納得する生徒はクラスの中でも半数程度であった。何度か生徒

と式の意味についてやりとりを交わす中で、徐々に納得する様子が

まとめ 

 二次方程式の解の正負を判断する方法を分かりやすくまとめなさい。 

図１ 授業中に生徒が書いたメモ１ 

図２ 授業中に生徒が書いたメモ２ 
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見られたが、それでも全体として腑に落ちた雰囲気にはならなかった。そこで、この問題を一度棚上げし、

二次関数と𝑥𝑥軸との交点に着目して考えるグループのアイデアを共有した(図２)。「二次関数にして考える

と、解がプラスとマイナスになるのは、𝑐𝑐がマイナスになるときだから、𝑐𝑐を見ればいい。」と発表してくれ

た。このアイデアについては、𝑎𝑎の条件について問いながら生徒に補足をさせ、上に凸のグラフと下に凸の

グラフで分けて考えることで先ほどの式の考え方と結論が同じになることを確認した。最終的には「𝑎𝑎𝑎𝑎の積

が負となるとき、異符号の解となる。」とまとめ、さらに「では、両方とも正の解となる条件はどんなと

き？」と発展的な問いを引き出した。授業自体はここで終わるが、その後の授業では、「解が異符号になる

ときは、判別式について考えなかったのに、どうして解が両方とも正のときは判別式について考える必要が

あるか。」と問いかけ、思考を揺さぶった。この揺さぶりの問いについても、根号の中身の符号に着目する

班とグラフの交点に着目する班が出てきたため、次の時間どちらのアイデアも共有した。 

 

(2) 振り返りシートの分析 

本授業の事に触れた振り返りを２例取り上げる。 

振り返り１(図３)については、授業で取り扱った「𝑎𝑎𝑐𝑐 > 0」について触れた振り返りである。「判別式に

ついて学習するとともに簡略化して解きやすくするという今後もよく使うステップを身に付けることができ

ていいと思った。」という記述から、単元の内容に触れながら書かれている。しかし、「𝑎𝑎𝑐𝑐 > 0を導出し符

号の異なる２つの解であることを確かめる問題」との関連について書かれておらず、生徒の成長や数学への

見方を詳しく読み取ることができないので、おおむね満足できる状況と判断することができる。 

 

また、振り返り２(図４)については、グラフを示しながら「一度グラフに当てはめてみると意外とヒント

になる考え方が見つかったりしたから、二次関数の問題で行き詰ったときはグラフに当てはめる癖をつけた

い。」という記述より「問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりできている。」と

考えられることから、十分満足できる状況と判断することができる。 

図３ 単元末に記述した生徒の振り返り

 

図４ 単元末に記述した生徒の振り返り２ 
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４ 各校の振り返りシート検討 

(1) 横浜国際高校 

 生徒の振り返り(図５)には「難しいと感じた項目はない」と書かれていた。担当者としては、「学習内容

に難しさを感じていないとしたら、どのような評価になるか」という課題があったと述べている。評価基準

(図６)に照らし合わせて推進委員で評価を検討したところ、Ｂと評価した委員は２名、Ｃと評価した委員は

４名だった。評価基準に「結果だけでなく、原因やプロセス等も含めて課題や成果の振り返りが行われてい

ること」と明確に示している点、本当に単元の内容をすべて理解したといった状況はありえるのか、担当者

の意図が問いや評価基準から生徒に伝わっていないのではないかといったものが議論となった。生徒が何を

考えてこのような記述をしてきたのか知るため、「生徒に本当に難しいところはなかったのか聞いてみ 

てはどうか」、「問題の意図や評価基準をしっかり理解で

きていないのではないか」といった意見が出てきた。評価

基準や問い方を見直し、次の振り返りで改善できるような

生徒への働きかけが課題に残った。 

 

 

 

(2) 光陵高校 

担当者がこの振り返り(図７)の評価の判断に迷った理由は、評価基準の「授業や自習で取り組んだことと

関連付けているか」について書かれていないところである。単元の学びは見えてくるものの、具体的なエピ

ソードに乏しく、自分ごととしての記述に見えない部分について議論した。この振り返りを読み、Ｂと評価

した委員は４名、Ａと評価した委員は３名いた。「よく書ける生徒が多いのであれば、この記述のラインを

Ｂとすることがあってもよいと思う。」「規準によってはＡがつく記述。」といった意見が挙がった。生徒

の記述に書かれている「本質的に何が聞かれているのかということを理解することが大切だと思いました。」

の部分については、「数学を勉強する上で気付いてほしいことが書けている」という意見もあった。評価基

準の「授業や自習で行った具体的なこと」の意図が伝わり切っておらず、評価基準を意識して問い方を工夫

していくことが課題である。 

なお、評価基準のピクトグラム(図８)は、Ａ、Ｂ、Ｃでそれぞれルーブリックを作成せず、Ｂのラインの

一文を評価基準とし、これを完全に超えたらＡ、不足があればＢ、努力を要するようであればＣという学校

で共通理解をもち、全教科で同じピクトグラムを活用している。 

 

 

 

 

 

 

図７ 光陵高校の生徒の振り返り 

図６ 横浜国際高校の評価基準 

難しいと感じた項目はない。 

図５ 横浜国際高校の生徒の振り返り 
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(3) 上溝南高校 

担当者がこの振り返り(図９)の評価の判断に迷った理由は、学習方法についての振り返りを、学習面の成

長と捉えて判断して良いかといった部分である。振り返りに書かれている記述は、単元ならではの学びとい

うより、一般的に学習する上で大切な学び方について書かれた振り返りであり、この記述だけでは数学の振

り返りであることも、二次関数の振り返りであることも読み取ることはできない。この振り返りをＢと評価

した委員は６名、Ａと評価した委員は１名でした。評価基準(図10)に対する生徒の捉え方と、生徒に求める

記述にズレがあったのではないかといった意見が出た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 市立横須賀総合高校 

振り返りシート(図11)の工夫点は、「何を」「どのように」と指定して、生徒の記述のどこを読めばよい

か明確にしている点、「ズバリできるようになったこと」を問うことで、生徒に学びから得られたこと、一

番言いたいことを取捨選択させることができる点にある。振り返りシートについて委員からは「言いたいこ

とをダラダラと書かせるよりも要約する活動も必要」、「『字数制限』を設けて振り返りを評価する教師の

負担を減らす点がよい。」といった意見が出た。他にも、担当者が何人分の記述を評価する必要があるかに

よって、振り返りシートの枠を制限したり、要約を課したりすることも大切だという意見が出た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図10 上溝南高校の評価基準 

図８ 光陵高校の評価規準 

図９ 上溝南高校の生徒の振り返り 

多角的に考察するためにいろんな人の考えを聞いて、どんな考えがあるのか、どういう解き方があるのか、という事を

考えるようにした。学力向上のところでは、いろんな人に聞くことでやり方がいろんなものがあるという事でかんじた。 

図11 市立横須賀総合高校の生徒の振り返り 

グラフの範囲などの問題はパターンが多く、考え方など試行さくごしないといけない

ので、ワーク等をつかい、いろいろな問題に触れた。また、一回の授業の中で、こ

れは共有点がいくつなのかと判別式に１回１回入れ計算し、考えるくせをつけるよう

にした。 

グラフの一部の範囲をつかって、問題に答えることができた。 
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(5) 鶴見高校 

最後に単元を振り返る場面を設け、かつ、毎時間の振り返りを「本日のねらい」「本日学習した内容」

「大切だと思ったところ」「つまづいたところ」の４項目に分けて整理できるようなシートとなっている。

委員からは、「日々の蓄積を行うことで、最後の振り返りをまとめやすそう」といったことが挙がった。ま

た、日々の活動の記録が残るので、教師側も生徒の学習の様子、状況を把握しやすくなる利点もあると考え

られる。特に、「発言は苦手だが、記述は得意な生徒」の学習状況を把握することにも役立ち、授業の改善

に生かすことができる。 

 

５ まとめ 

 ５校の実践を通して得られた知見は次のとおりである。 

 

実践を通して気付いた振り返りシートの使い方 

・教科担当者間で納得できる基準を作成する。 

・「ＡＢＣ」で迷った生徒の記述を使い、評価基準のすり合わせを行う。 

・評価基準を作る際、難しい言葉、複雑な表現を避ける。 

・「単元末に１回」のように、振り返りを書かせるタイミングを絞る。 

・すべての学校で通用する評価基準はない。 

・評定と切り離して個人でできる範囲で実践することから始める。 

・振り返りを書かせることで、教師が生徒の学習状況を把握することに役立つ。 

 

実践を通して見えた課題 

・評価基準を明確にしても、評価の方法は生徒へ中々伝わらない。 

 

振り返りシートの評価基準を明確にしても、教師の意図と生徒の読み取りに齟齬が生じてしまう場面が多

く見られた。これは、問い方があいまいだったり、生徒が振り返る理由を納得していなかったり、どのよう

に振り返ればよいか生徒に伝わっていなかったりすることが原因と考えらえる。 

生徒が振り返る際に目を向けるべきは教科で身に付けた資質・能力に対してであり、どのような教科、ど

のような単元にも共通するような振り返りは評定をつけるための資料として活用しないということが述べら

れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記のような振り返り(図13)は学習者として大切な視点を持った記述だが、評定を付けるための資料として

は具体的な内容が不足している。しかし、観点別学習状況の評価を実施するための資料でなくとも、個人内

図12 鶴見高校の振り返りシート 

図13 市立横須賀総合高校の生徒の振り返りシート 

ワークを繰り返し解いたり、授業前に教科書を見たりして、学習したことの定着・予習を心がけ

た。また授業中も教科書の問題を積極的に解き、友達と確認し合ったり、解き直しをしたりして、

わからないところはなるべくその場でわかるようにした。習ったことはなるべくすぐに実際に使ってみ

て、知識の定着を目指した。 
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評価を行うことはできる。教師間で主体的に学習に取り組む態度の評価に対する共通理解を持つためにも、

作成した振り返りシートへ生徒に何を振り返させたいのかをまずは共有していきたい。 

振り返りシートを活用することで、生徒の数学の学びに対する「彼らなりの捉え」を見いだすことができ

た。正しく生徒へ振り返りを行う意図が伝わっていれば、数学の学びに対する「彼らなりの捉え」は、私た

ちの日々の授業・学習指導が反映された記述となっているはずである。生徒の記述を読むことは、私たちの

指導のあり方を見直すことにつながるだけでなく、指導と評価したことにズレが生じにくくなると考えられ

る。本実践を通して、「指導したことを評価する」という授業の基本に立ち戻り、指導と評価を一体に捉え

られる組織づくりを行っていく重要性を改めて確認した。 
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